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新年あけましておめでとうございます。ご家族で良いクリスマス、新

年をお迎えのことと思います。新しい年が一人一人の児童とご家庭の皆

さまに恵み豊かな日々となりますよう心からお祈りいたします。今年も

どうぞよろしくお願いいたします。

新年やクリスマスを「迎える」と言い習わします。日本の伝統では、

新年に「歳神様」をお迎えします。門松やしめ飾りで整えて、お迎えす

る心を表します。クリスマスでも子どもとして生まれたイエスをお迎え

します。それぞれに、神さまが新しい年にくださるものを開かれた心でお迎えします。自分を超え

た大きな力にゆだねる心で毎日を過ごすときに思いがけない喜びと実りがあります。２０１９年が

様々なチャレンジを迎える活気に満ちたものとなりますようお祈りいたします。

児童・保護者の皆さまからたくさんのクリスマスカードや年賀状をいた

だきました。ありがとうございました。子どもたちからは、プラクティス

の「ありがとう、ごめんなさない、どうぞ」の３つの言葉を続けて大事に

していることや、ＳＤＧｓの取り組みの続き、今年の決意や「イノシシ」

に因んだ楽しい言葉をもらいました。皆さまからのお便りに御礼申し上げ

ます。

海外からもカードをいただきました。その1枚はフィリピンの聖心会から

のものでした。初等科では音楽袋、辞書カバー、タブレットのバッグなどをフィリピンの聖心会が

かかわる「サンパギータ」で製作された製品を皆さまに購入していただいています。サンパギータ

はモンタルバン地区の女性の支援活動をしています。その報告によりますと、メンバーの女性はミ

シンの使い方を身に着け、バッグの製作に携われたことで収入を得ることができ、家族全体のより

良い生活につながったと喜んでいるということです。また、聖書の学習や祈りの機会をもって、信

仰を深める仲間・共同体としても成長しようとしているとのことです。厳しい現実を生きる女性た

ちにとってサンパギータは、経済的な助けだけでなく、生きる意味を共に深める場となっているよ

うです。保護者の皆さまのご理解とご支援に改めて感謝いたします。同じモンタルバン地区では

ＳＭＳＦという子どもたちを支援する幼稚園や教育

プログラムも行われています。そちらでは、このク

リスマスに子どもたちのポートレート写真を作成し

てプレゼントとし、貧困や様々な困難な状況にある

子どもたちの自己肯定感と尊厳の育成に努めたとの

ことです。ＳＭＳＦには初等科からハイチデーを通

して支援しています。世界とのつながりの中で、今

年も共に生きる心を大切にしてまいります。
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新年明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。

昨年も、自然災害が多く発生し、多くの尊い命が失われました。今年の漢字も2004年と同じく「災」

でした。

聖心女子学院では、その時々に、そのような状況にある方々が、

一日も早く元の生活に戻れるようにとお祈りをしてきました。今

年は、そのようなお祈りをしなくて済むような平和な一年であっ

てほしいと思っています。

４月には一つ学年が上がりますので、今の学年のまとめと、

次の学年に進級するための準備の時期です。残された課題は一人

一人異なるとは思いますが、それらを確実に解決することが、

４月からスムーズにスタートするための必要条件です。

さて、今年度の残りの登校日数は、１～４年生は４５日、５・６年生４６日です。また、４月８

日の始業式までは６６日。上記のことをその期間で行わなければなりません。

１１月の６年生の進学説明会で話したことです。

主治医から余命３年と告知された患者さんが二人いました。一人は「あと３年しか生きられ

ないのか」と考え、毎日「あと何日で死ぬのだ」と、ふさぎ込み家の中で、ため息をつく日々

を過ごしていたそうです。

一方、もう一人の患者は「あと３年も生きられるのか」と考え、それならば、あれもやろう

これもやろうと思い、いろいろなことにチャレンジしました。

その結果。「あと３年しか生きられないのか」と考えた患者さんは、２年後にお亡くなりに

なり、「あと３年も生きられるのか」と考えた患者さんは、その後７年、生きられたそうです。

いろいろな条件はあると思いますが、前向きに、しかもプラス思考で生きるということは大切で

す。（今回に当てはめると）

「４５（６６）日しかないと思うのか」「４５日もあるのかと思うのか」、気持ちのもちようで結

果が変わるはずです。何事にも前向きに取り組みましょう。
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１月 ９日（水） 新年の祈り ２月１日（金） 学習発表会児童観覧日(１～４限）

１０日（木） 下校グループの集まり ２日（土) 学習発表会

１２日（土） 初等科5年転入・編入試験 ３日（日） 学習発表会予備日

１６日（水） ２ｎｄ 百人一首大会 ４日（月) 学習発表会代休

1８日（金） 2年自然教育園 ６日（水） 6年Tokyo Global Gateway

２１日（月） １年・転入・編入生保護者会 ７日（木） 午後家庭学習日（私学半日研修）

２２日(火) ５年まとめのテスト ８日（金） ４年まとめのテスト

２５日（金） 学習発表会総練習(１～４限） １１日（月） 建国記念の日

２６日(土) ６年希望者 英語検定（学校） １２日（火） 1年授業参観日（１・２限）

新５年転入・編入生 １年保護者会
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